
平 成 ２ ３ 年 度 第 １ 回 午前の部
電気通信主任技術者試験問題 法規・設備及び設備管理

注 意 事 項
１ 試験開始時刻 １０時００分

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「法規」のみ １ 科 目 １１時２０分

「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目 １１時４０分

「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目 １３時００分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

法 規 ７ ７ ６ ７ ６ 1～14
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 15～29

法 規 ７ ７ ６ ７ ６ 1～14
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 30～43

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢法規｣は赤色(左欄)、「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した試験種別を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)

① 伝送交換主任技術者は､ 『伝 送 交 換』

② 線路主任技術者は、 『線 路』

(5) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目

線 路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバの接続方法について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に

最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

光ファイバの接続方法は、利用形態や環境に応じて多様な方法が実用化されており、一般に、

融着接続、メカニカルスプライス及びコネクタ接続の３種類に分類される。

融着接続は、光ファイバ端面を溶融して接続する方法で溶融には幾つかの手段があり、一般

に、接続の容易さ、信頼性、経済性などの面から (ア) による溶融が用いられている。ま

た、光ファイバの融着接続部において、光ファイバ心線の被覆は完全に除去されており、機械

的強度が低下しているため、一般に、 (イ) により被覆除去部を覆う補強方法が用いられ

ている。

メカニカルスプライスは、Ｖ溝などを形成した接続部品を用いて機械的に光ファイバを把持

する接続方法である。メカニカルスプライスは、一般に、屈折率が石英系ガラスとほぼ同じ液

体又はジェル状の (ウ) を接続部品の中に入れ、端面間の空気層を除去する方法が用いら

れている。

コネクタ接続は、着脱が容易なコネクタを用いる方法で、一般に、フェルール型光コネクタ

が用いられている。単心光ファイバ用の光コネクタの場合、フェルールは、光ファイバのコア

の中心を光コネクタの中心に設定するための部品であり、このフェルールどうしを、 (エ)

をガイドにして精度良く突合せ接続することができる。一方、多心光ファイバ用のＭＴ光コネ

クタの場合、フェルールの突合せは、ガイドピンをガイドとしている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① グロー放電 ② レーザ光 ③ アーク放電 ④ 常温収縮チューブ

⑤ ブーツ ⑥ 板バネ ⑦ 屈折率整合剤 ⑧ 自己粘着性テープ

⑨ 乾燥剤 ⑩ 接着剤 ⑪ ポリアミド樹脂 ⑫ 熱収縮チューブ

⑬ コロナ放電 ⑭ スリット ⑮ 割りスリーブ ⑯ シーリングテープ
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(２) 次の文章は、光ファイバの伝送特性、光ファイバケーブルの構造などについて述べたものであ

る。 内の(オ)、(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を

記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 光ファイバの伝送特性、損失要因などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① 光ファイバ伝送においては、光ファイバそのものの伝送損失、光ファイバ間の接

続損失、分岐素子などのデバイスの挿入損失などが伝送距離を制限する要因となる。

② 石英系光ファイバには、主成分である純粋な石英のほかに、屈折率を変化させる

ためのドーパントとしてゲルマニウム、ホウ素、フッ素などが添加されたものがあ

る。

③ 光ファイバの伝搬モードがシングルモードになる最長の波長は、カットオフ波長

といわれ、カットオフ波長より長い波長に対しては伝搬モードがマルチモードにな

る。

④ 吸収損失は、伝搬光が光ファイバ材料そのものにより吸収されて熱に変換される

損失であり、石英系光ファイバでは、一般に、ガラスが本来持っている紫外吸収や

赤外吸収に起因する固有の吸収によるものと、ガラス内に含まれる不純物に起因す

る吸収によるものとがある。

(ⅱ) 光ファイバケーブルの構造などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ)

である。

<(カ)の解答群>

① 光ファイバは、光が伝搬するコアの屈折率をクラッドの屈折率より少し小さくし、

コアとクラッドの境界で光を全反射させてコア内に閉じ込める構造を有している。

② 光ファイバテープ心線は、ポリエチレンの被覆で保護した光ファイバ素線を４本、

８本などに束ねたもので、光ファイバ素線を平行に配列した形状や交差して配列し

た形状を有している。

③ 地下用多心光ファイバケーブルは、一般に、テンションメンバを中心に光ファイ

バテープ心線を収納したスロットロッドと外被などによって構成され、スロットロ

ッドと外被の間に吸水テープを巻いたＦＲケーブルや、難燃性外被を施したＷＢケ

ーブルなどがある。

④ ＦＴＴＨサービスにおいて、ユーザ宅への引込みに用いられるドロップ光ファイ

バケーブルの心線構造としては、単心線型及びテープ心線型がある。また、クマゼ

ミの産卵管による被害対策用として、外被を高強度化したドロップ光ファイバケー

ブルがある。
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(３) 次の文章は、ＩＳＤＮ基本インタフェース用メタリック加入者線(ＩＳＤＮ回線)、ＡＤＳＬ回

線の伝送方式などについて述べたものである。 内の(キ)、(ク)に適したものを、下記

のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) ＩＳＤＮ回線に用いられるＴＣＭ伝送方式などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＴＣＭ伝送方式は、ピンポン伝送方式ともいわれ、送信パルス列を時間圧縮し、２倍以上

の速度のバースト状のパルス列に変換し送出するとともに、この時間圧縮により生ずる空き

時間に反対方向からのバースト状のパルス列を受信する方式である。

Ｂ ＴＣＭ伝送方式を用いたＩＳＤＮ回線によるＡＤＳＬ回線への漏話には、ユーザ宅への

ＩＳＤＮ回線の下り信号により生ずる遠端漏話と、ユーザ宅からのＩＳＤＮ回線の上り信号

により生ずる近端漏話があり、遠端漏話は、一般に、近端漏話と比較してＡＤＳＬ回線に及

ぼす影響が大きい。

Ｃ ＴＣＭ伝送方式を用いたＩＳＤＮ回線において、線路損失は所定の規格値を満たす必要が

あるが、当該線路の直流ループ抵抗値による制限はない。

＜(キ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) ＡＤＳＬ回線の伝送特性などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) で

ある。

<(ク)の解答群>

① ＡＤＳＬの規格であるＡｎｎｅｘ Ｃ方式は、ＩＳＤＮのＴＣＭ伝送方式に対応

しており、送信データ量をＴＣＭ伝送方式の伝送周期に同期して切り替えることに

より、ＡＤＳＬ回線におけるＩＳＤＮ回線からの影響を緩和することが可能である。

② ＡＤＳＬ回線の配線ルートである設備センタとユーザ間のメタリックケーブル区

間にブリッジタップが存在すると、一般に、ブリッジタップの先端部分は短絡され

ているため、ループ抵抗が生じ、ＡＤＳＬ回線の伝送損失が増加するおそれがある。

③ ＡＤＳＬ回線において、プラスチック絶縁ケーブルは、紙絶縁ケーブルと比較し

て漏話雑音の影響を小さくできる。また、プラスチック絶縁ケーブルの半田づけ接

続は、紙絶縁ケーブルの手ひねり接続と比較して接続部分の接触抵抗が大きくなり、

伝送損失は劣化するが時々断を抑えることができる。

④ ＡＤＳＬ回線とＩＳＤＮ回線の周波数帯が重なっているとき、ＡＤＳＬ回線と

ＩＳＤＮ回線が同一カッド内で混在している場合、ＡＤＳＬ回線の伝送特性が劣化

するおそれがあるが、隣接カッドや一つ飛びカッドの場合は、伝送特性への影響は

ない。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、鉄３分割パイプ形光海底ケーブルの構造と特徴について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

鉄３分割パイプ形光海底ケーブルは、断面が扇形の３個の鉄個片を集合した耐水圧構造の鉄

３分割パイプ、抗張力鋼線及び (ア) で構成される複合金属体に光ファイバユニットを収

容する構造であるため、光ファイバユニットに熱応力などがかからず、品質の安定した製造が

可能で、 (イ) を製造する場合に適している。

また、鉄３分割パイプ形光海底ケーブルは、複合金属体内部の空隙に防水樹脂を充塡するこ

とにより、ケーブル切断時の海水の浸入を防止している。この複合金属体は、光海底中継器な

どへの給電線としても機能するため、 (ウ) を用いた絶縁層により電気的に保護されてい

る。

さらに、光ファイバの光損失が増加する要因の一つである (エ) については、製造工程

において電気化学反応により (エ) の発生要因となりうる水分がケーブル内に浸入しない

ようにすることなどの対策が講じられている。

＜(ア)～(エ)の解答群＞

① ステンレスパイプ ② カーボン ③ 窒素ガス ④ ポリエチレン

⑤ 高張力ケーブル ⑥ 水素ガス ⑦ 鉄テープ ⑧ 外装ケーブル

⑨ 軽量ケーブル ⑩ 銅チューブ ⑪ 温度変化 ⑫ 真 空

⑬ アルミチューブ ⑭ 長尺ケーブル ⑮ シリコン ⑯ 紫外線

(２) 次の文章は、通信土木設備の劣化などについて述べたものである。 内の(オ)～(ク)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) マンホール鉄蓋の蓋鳴りなどについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。
ぶた

Ａ マンホール鉄蓋の蓋鳴りの原因は、防振用パッキングの摩耗又は外れ、鉄蓋と受枠の間へ

の砂利などの浸入、受枠の摩耗などがある。

Ｂ マンホール鉄蓋の蓋鳴りの防止には、一般に、鉄蓋と受枠の隙間などにエポキシ系樹脂を

充塡する方法が用いられている。

Ｃ 亀裂による鉄蓋の劣化の診断には、鉄蓋をハンマなどで打撃したときの振動特性から劣化

度を求め、残存寿命の推定を行う方法がある。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) マンホールの劣化などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) であ

る。

<(カ)の解答群>

① マンホールの壁が黒色に変色する原因としては、地下水に含まれている鉄やマ

ンガンの酸化物、水酸化物などが挙げられる。

② 硫化水素でコンクリートが浸食されるおそれがあるマンホールは、定期的にコ

ンクリート壁の劣化、中性化などを調査する必要がある。

③ マンホール内の金物の腐食には、異なる種類の金属材料が電気的に接触して生

ずる異種金属接触腐食、狭い隙間の内部に生ずる隙間腐食などがある。

④ マンホール内の金物のバクテリア腐食は、微生物の作用によるものであり、有

機被覆による犠牲防食、又は流電陽極による絶縁防食、あるいはそれらを併用す

ることにより金物の長寿命化・延命が可能である。

(ⅲ) 橋梁添架設備の腐食などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) で
りょう

ある。

<(キ)の解答群>

① 海岸地域では、橋梁添架設備の腐食が多く発生しやすく、その補修には塗装に

よる方法が採られている。橋梁添架設備の塗装替えには、一般に、細部まで十分

に塗装ができないといった問題がある。

② 塗装替えに伴う塗装の耐久性については、素地調整(ケレン)の程度、塗り重ね

回数、塗料の種類などが直接影響を及ぼすが、施工時の品質管理の良し悪しによ

り左右される度合が大きいといわれている。

③ 半割管を用いた橋梁添架管路の腐食補修は、腐食管の上から半割管を装着する

工法であるため、ケーブルを布設替えすることがなく、簡易に補修できる方法で

ある。

④ 半割管を用いたケーブル引上げ管の腐食補修は、腐食した引上げ管路を撤去し

た後に半割管を装着する工法であるため、ケーブルを布設替えすることがなく、

簡易に補修できる方法である。

(ⅳ) とう道の劣化について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① とう道の壁に生成される白色物質は、コンクリートの中の消石灰がコンクリー

トの亀裂から流出し、空気中の酸素と反応して生成される炭酸カルシウムである。

② コンクリートの中の消石灰がコンクリートの亀裂から流出し、地中水に置き換

わると、コンクリートの中は次第にアルカリ化し、鉄筋は腐食しやすくなる。

③ とう道の鉄筋の腐食は、鉄筋かぶりが極端に深い場合に発生しやすい。

④ とう道の鉄筋を腐食しにくくするには、浸透性防錆材をコンクリート表面に塗
せい

布し、鉄筋まで浸透させ、防錆被膜を形成することにより、錆の発生を抑制する
さび

方法がある。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバケーブルの保守について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光ファイバケーブルの保守には、大別して、故障前の保守と故障後の保守とがあり、故障前

の保守は、一般に、 (ア) といわれ、故障が起きる前に事前に必要な対策を講ずることに

より、運用中での故障が起きないようにすることである。

(ア) として、光ファイバケーブルの外被の劣化箇所を事前に補修する場合、メタリッ

クケーブルの外被補修技術である (イ) による方法を適用している。ただし、メタリック

ケーブルの外被補修には、ＰＥテープを融着した後に (イ) する方法もあるが、この方法

による光ファイバケーブルの外被補修では、熱により光ファイバ心線が劣化することから、適

用できない。

故障後の保守として、光ファイバケーブルの故障位置を探索する場合は、 (ウ) の測定

データにより光配線盤から故障位置までの距離を算出し、故障位置が端末設備側かケーブル側

かの判断をする。ケーブル側の接続用クロージャ内で心線が断線している場合は、 (エ)

を用いて漏れ光を目視することにより故障位置を確認することができる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① マイケルソン干渉計 ② 紫外線測定器 ③ 機能向上 ④ テーピング

⑤ オシロスコープ ⑥ 可視光源 ⑦ 定期点検 ⑧ 継ぎ手

⑨ 赤外線放射温度計 ⑩ コリメータ ⑪ 予防保全 ⑫ 絶縁抵抗計

⑬ 光パルス試験器 ⑭ ケーブル張替 ⑮ 支障移転 ⑯ 溶 接
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(２) 次の文章は、線路及び土木設備の工事並びに保守作業において遵守すべき事項などの概要につ

いて述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群か

ら選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 高所作業を行う場合の安全を確保するために、労働安全衛生法に定める内容などについて述

べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 高所作業車を使用して行う作業は、作業床の高さが２ｍ以上１０ｍ未満の場

合には高所作業車運転特別教育を受けた者、１０ｍ以上の場合には高所作業車運

転技能講習を修了した者により実施されなければならない。

② 電柱における登り幅とは、架設物を取り付けない空間であり、安全に電柱昇降し

たり、作業するために設けられた空間である。

③ つり足場などの足場の組立て等作業主任者は、足場の組立て等の特別教育を受け

た者のうちから、選任されなければならない。

④ 高さ２ｍ以上で保守作業を行う場合、墜落により危険を及ぼすおそれがあると

きは、作業床を設けなければならない。作業床を設けることができないときは安全

帯を使用するなど、作業者の安全を確保しなければならない。

(ⅱ) ｢建設工事公衆災害防止対策要綱｣の規定に基づいて道路の通行を制限する場合について述べ

た次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 土木工事などで車道幅員を制限する場合は、道路管理者及び所轄警察署長の指示に従わな

ければならない。

Ｂ 道路管理者及び所轄警察署長から特別に指示がない場合で、制限した後の道路の車線が

１車線となる場合は、その車道幅員は２.５ｍ以上とし、２車線となる場合は、その車道

幅員は５.０ｍ以上とする。

Ｃ 道路管理者及び所轄警察署長から特別に指示がない場合で、制限した後の道路の車線が

１車線で往復の交互交通にする場合は、その制限区間はできるだけ短くし、交通が渋滞しな

いよう措置を講ずる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の文章は、架空線路設備の劣化などについて述べたものである。 内の(キ)、(ク)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) コンクリート柱の劣化などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ コンクリート柱の横のひび割れは、コンクリート柱がねじれによるせん断力を受けたとき

に生ずることが多く、斜めのひび割れと比較して、強度低下のおそれが高く、コンクリート

柱の早急な取替えが必要である。

Ｂ コンクリート柱の縦のひび割れは、支線の設計強度不足などでコンクリート柱に不平衡の

過大な荷重を与えた場合に生ずることが多い。

Ｃ コンクリート柱の製造は、通しの鉄筋に圧縮力を与え、生コンクリートを注入して高速回

転による遠心力でコンクリートを締め固める。これにより、ひびが入りにくく耐久性の高い

コンクリート柱になる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 線路設備の腐食対策などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) で

ある。

<(ク)の解答群>

① 腐食対策には、腐食が著しい環境で使用している鋼管柱を腐食地用鋼管柱である

ＡＥ柱又はＵＣ柱へ更改する方法がある。

② 張り紙防止シートや番号札の裏側の腐食に対しては、ニトリルゴム系接着剤と比

較して腐食しにくい酢酸ビニル系接着剤を使用し、腐食対策を行う。

③ 架空ケーブルの外被損傷には、強風地域のケーブルダンシングによる外被亀裂

(リングカット)や、高温環境下での張線器使用による外被破断などがある。

④ 高耐食鋼撚り線は、亜鉛－アルミニウム合金をめっきした鋼線を撚り合わせたも
よ

のであるが、塩害環境の厳しいところでは赤錆などが発生して腐食するおそれがあ
さび

るため、劣化限度見本などによる不良判定指標を用いた管理が有効である。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、通信土木設備の事故防止について述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記

号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

通信土木設備の多くは、他のライフライン設備と同様に道路などを占用して構築されている。

そのため、通信土木設備の近くで工事が実施される場合には、工事を実施する事業者からの工

事通報で、道路管理者、警察などと協議を行い、設備状況、工事規模などに応じた立会・防護

の実施により、設備事故を未然に防止し、通信サービスへの影響を回避している。

近接工事による設備事故の防止には、工事を実施する事業者の工事情報を把握することが重

要である。工事を実施する事業者からの工事通報がない場合に工事情報を収集する方法として

は、道路占用許可書又は (ア) の閲覧、工事を実施する事業者との間で工事情報を記載し

た施工通知のルール化、パトロールなどがある。また、起業者が地下埋設物に近接して工事を

実施する場合は、道路法、 (イ) などで、起業者及び埋設物管理者による現場立会が義務

付けられている。

近接工事による地下埋設物への影響の有無、立会・防護の必要性などについては、設計時の

(ウ) で、起業者、施工者、埋設物管理者などで確認するとともに、立会計画を作成する

ことが大切である。

地下埋設物に近接して掘削が行われる場合の影響範囲は、掘削規模、土質、埋め戻し方法、

土留材の撤去の有無などの条件により異なる。近接工事による管路設備への影響範囲は、一般

に、掘削深さ、土の内部摩擦角、 (エ) などにより決まり、特に、開削工事の場合には、

管路設備からの (エ) により防護対策を変えるなどの検討が必要である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 契約図書 ② 離隔距離 ③ 道路使用許可書 ④ 建設業法

⑤ 添架申請 ⑥ 道路交通法 ⑦ 吊り防護 ⑧ 交通量

⑨ 受け防護 ⑩ 防護方法 ⑪ 地元説明会 ⑫ 支障移転

⑬ 事前協議 ⑭ 都市計画法 ⑮ 公図確認

⑯ 建設工事公衆災害防止対策要綱
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(２) 次の文章は、システムの信頼性について述べたものである。 内の(オ)～(ク)に最も

適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、システムは偶発故

障期間にあるものとする。なお、必要に応じ下記の数値を用いることとし、答えは四捨五入し有

効数字３桁とする。また、ｅは自然対数の底とし、ｔは時間を示す。 (３点×４＝１２点)

ｅ－０.００１≒０.９９９ ｅ－０.０２５≒０.９７５ ｅ－０.０４ ≒０.９６１

ｅ－０.０５ ≒０.９５１ ｅ－０.１ ≒０.９０５ ｅ－０.９ ≒０.４０７

ｅ－０.９５ ≒０.３８７ ｅ－０.９６ ≒０.３８３ ｅ－０.９７５≒０.３７７

ｅ－１.００１≒０.３６８ ｅ－１.０２５ ≒０.３５９ ｅ－１.０４ ≒０.３５３

ｅ－１.０５ ≒０.３５０ ｅ－１.１ ≒０.３３３

log100.3≒－０.５２３ log100.7≒－０.１５５ log100.999≒－０.０００４３５

log101.7≒０.２３０ log101.999≒０.３０１

(ⅰ) システムの信頼度をＲとすると、ＲとＭＴＢＦとの関係は、Ｒ＝ (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ② ③

④ ⑤ ⑥

１
(ⅱ) 図１に示すシステム( 冗長システムが２段直列に接続されたシステム)の１００時間後に

２
おけるシステム全体の信頼度は、 (カ) となる。ただし、装置Ａ～装置ＤのＭＴＢＦは、

下記の条件とする。

(条件) 装置ＡのＭＴＢＦ＝１,０００時間

装置ＢのＭＴＢＦ＝２,５００時間

装置ＣのＭＴＢＦ＝１,０００時間

装置ＤのＭＴＢＦ＝４,０００時間

<(カ)の解答群>

① ０.０１５３ ② ０.４００ ③ ０.７７７

④ ０.９９４ ⑤ ０.９９９

図１

装置Ａ

装置Ｂ

装置Ｃ

装置Ｄ

-
2ｔ

MTBFｅ ｅ1－

ｔ
MTBF

+１-

1－ｅ
-１

ｔ
MTBF １

ｔ
MTBF

1－ ｅ

1
-

ｅ

ｔ
MTBF

-

ｅ

ｔ
MTBF

-１
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(ⅲ) 図２に示すように、信頼度０.７である装置Ｅが、Ｅ 1からＥｎまで並列に接続されている
１
冗長システムにおいて、システム全体の信頼度を０.９９９以上にするためには、装置Ｅの

ｎ
台数であるｎを少なくとも (キ) 以上とする必要がある。

<(キ)の解答群>

① ６ ② ８ ③ ２０ ④ ３６ ⑤ ３００

(ⅳ) あるシステムのアベイラビリティ及びＭＴＴＲについて、ある運用期間内において調査した

ところ、アベイラビリティが９９.６％、ＭＴＴＲが２時間であった。このシステムの調

査期間内の故障率は、 (ク) 件／時間である。

<(ク)の解答群>

① ２.０１×１０－３ ② ４.００×１０－３ ③ ３.３４×１０－１

④ ４.９６×１０－１ ⑤ ５.０２×１０－１ ⑥ ６.６６×１０－１

図２

Ｅ1

Ｅ2

Ｅn
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、不正行為に対するセキュリティ対策などについて述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２００６に規定されている、ＩＳＭＳ(情報セキュリティマネジメ

ントシステム)の要求事項において、情報セキュリティは、

ⓐ 権限のある者のみが情報システムにアクセスでき、盗聴、不正アクセスなどにより情報

が漏えいしない (ア) を保持すること

ⓑ 情報システムが正確かつ、完全であり、それらが適正に維持されている完全性を保証す

ること

ⓒ 権限のある者が情報システムに適時アクセスできる (イ) を維持すること

の三つの要素を維持することと定義されている。

インターネットにおいて、 (ア) 、完全性及び (イ) を妨げる主な行為としては、

盗聴、改ざん、なりすまし、システムやデータの破壊などがある。これらの不正行為への代表

的な対策技術には、暗号、認証、ファイアウォールなどがある。

ファイアウォールは、組織の内部ネットワークとインターネットの間で許可する通信と禁止

する通信を管理するものであり、一般に、パケットフィルタリング型と (ウ) 型に大別さ

れる。このうち、 (ウ) 型は、パケットのペイロード部分をチェックし、アクセスの許可

又は不許可を判別することが可能である。

ファイアウォールで実現可能な機能としては、一般に、アクセス制御、通信にかかわるログ

の取得などがある。また、ファイアウォールの付加機能として、 (エ) 機能、ＮＡＴ機能、

ＶＰＮ機能などがある。 (エ) 機能は、不適切なＷｅｂサイトの閲覧を制限する手法とし

て用いられることが多い。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 責任追及性 ② 密閉性 ③ 真正性 ④ 可用性

⑤ 保全性 ⑥ 機密性 ⑦ 信頼性 ⑧ 一貫性

⑨ グラフィック ⑩ リモートアクセス ⑪ トンネリング

⑫ アプリケーションゲートウェイ ⑬ コンテンツフィルタリング

⑭ シングルサインオン ⑮ メールフィルタリング
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＪＩＳ Ｑ ２７００１：２００６に規定されている、ＩＳＭＳ(情報セキュリティマネジメ

ントシステム)の要求事項を満たすための管理策について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 情報セキュリティ基本方針文書は、監督官庁に届出を行った後、全従業員に公

表し、通知しなければならない。

② 情報及び情報処理施設と関連する資産のすべてについて、組織の中に、その管

理責任者を指定しなければならない。

③ 経営陣は、組織の確立された方針及び手順に従ったセキュリティの適用を従業

員、契約相手及び第三者の利用者に要求しなければならない。

④ 装置は、環境上の脅威及び災害からのリスク並びに認可されていないアクセス

の機会を低減するように設置し、又は保護しなければならない。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

サーバを共同利用する際において、セキュリティ強化のために行うべきＩＤやパスワードの

運用方法について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 特定グループで同じ権限を持たせるときは、そのグループで共通のＩＤを作り、できる限

り発行するＩＤの数を少なくすることが望ましい。

Ｂ 使用していないＩＤなどの存在を避けるために、ＩＤの管理を一元化し、定期的にこのよ

うなＩＤが存在していないかどうかをチェックすることが望ましい。

Ｃ パスワードは利用者各自が秘密に保持する必要があり、秘密性を保持するためには定期的

又は利用回数に基づいてパスワードを変更することは避けることが望ましい。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の文章は、線路設備工事の施工管理などにおいて必要となる、建設業法及び労働安全衛生法

に定める内容について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそ

れぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 建設業法に定める建設業の許可などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 建設業法において｢建設工事｣とは、土木建築に関する工事で、電気通信工事が含まれる。

Ｂ 建設業を営もうとする者は、２以上の都道府県の区域内に営業所を設けて営業をしようと

する場合にあっては、関係する都道府県知事の許可を受けなければならない。ただし、政令

で定める軽微な建設工事のみを請け負うことを営業するものを除く。

Ｃ 建設業の許可は、５年ごとにその更新を受けなければ、その効力を失う。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 労働安全衛生法に定める安全衛生管理体制について述べた文章のうち、誤っているものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 統括安全衛生責任者は、｢当該事業場においてその事業の実施を統括管理する者｣

とされており、一般に、工事事務所の所長がその任に当たることが多い。

② 工事事務所の所長は、工事事務所の最高責任者として安全衛生管理において、一

般に、安全衛生委員会の設置と運営、安全衛生管理計画の作成と届出などの責任と

権限を持っている。

③ 通信業で常時３００人以上の労働者を使用する事業場における安全衛生管理体制

は、総括安全衛生管理者、安全管理者、衛生管理者、産業医などにより構成しなけ

ればならない。

④ 通信業で常時３０人以上の労働者を使用する事業場では、事業場ごとに安全管理

者を選任し、安全に係る技術的事項を管理させなければならない。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


